






























































1 位に選んだ変種 イギリス 15、アメリカ 9、中国１
1 位または 2 位選んだ変種















　「ネイティブスピーカーの発音に近づきたい」を選んだ 13 名についてその理由を尋ねる問 4 で






たため、総数が 22 となっている。有効回答数の半数以上（被験者 25 名のなかでも半数以上）が
「就職・収入に有利な資格として」を選んだ。

























S と TH の混乱　（例　sink/think） 8
英語の母音を正確に区別できない 6
L と R の混乱　（例 light/right） 3
その他 2
F と H の混乱（例 fall/hall） 1
　その他を選んだ二人は「V と W の混乱、very の [v] を [w] と発音する」「とにかくかたい」と



















（1）心地よい響き 2.63 2.88 2.21 2.33 2.96
（2）親しみ 2.79 3.54 2.17 2.13 2.58
（3）英語能力 2.29 2.92 2.08 2.42 3.67
（4）知性・教養 3.00 2.83 2.67 2.21 3.08
（5）高額所得 2.79 2.88 2.54 2.29 2.67



















地よさ」について、日本語訛りの英語が 2.02 と最も低く、ヨーロッパの英語が 3.18 と最も高かっ
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たのである。一方、Watanabe（2018）でも「親しみ」については日本語訛りの英語が 3.33 と高くヨー
ロッパの英語 2.72 、フィリピンの英語 2.40 が続き、中国語訛りの英語は 2.01 と最も低かった。
　これ点について中国の大学院生を対象とした今回の調査では、「心地よさ」についてヨーロッ
パの英語に対して 2.96 と最高値が出ているものの、自国語訛りの英語、つまり中国語訛りの英
語にも 2.88 と同じような数値という結果になっている。また、日本語訛りの英語への評価も 2.63






が 2.79 であり、ヨーロッパの英語に対する 2.58 よりも高いことは、Watanabe（2018）で日本人





表６：日本人大学生の 5 点尺度法による言語態度結果 Watanabe （2018） （N=200、５＝強く
そう思う、１＝思わない）
項目 日本 中国 韓国 フィリピン ヨーロッパ
（1）心地よい響き 2.02 2.03 2.20 2.35 3.18
（2）親しみ 3.33 2.01 2.27 2.40 2.72
（3）英語能力 1.76 2.58 2.51 2.75 3.78
（4）知性・教養 2.13 2.58 2.38 2.27 3.49
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1. どの国・地域で話されている英語が好きですか。リストの中から好きな順に最大 5 つまで記号
で回答ください。（1） [        ], （2） [        ], （3） [        ],  （4） [        ],  （5） [        ]
（A）アメリカ　（B）カナダ　（C）イギリス　（E）オーストラリア　（F） ニュージーランド　
（G）インド　（H） シンガポール    （I） フィリピン    （J） 日本    （K） 韓国    （L） 中国
（M）ロシア　（N）ドイツ　（O）フランス　（P）北欧地域　（Q）東欧地域　（R）南欧地域









　（A） 自分の発音はネイティブ・スピーカー （NS） と （ほぼ） 同じと思う □ 
　（B） 中国語訛りをなくして，NS の発音に近づきたいと思う □
　（C） 中国語訛りがあっても，相手が聞き難くなければ問題ないと思う □
　（D） 中国語訛りは私のアイデンティティであり，聞き難くても尊重してほしい □
4. 上記の質問で B と回答した方へ：それはなぜですか （ひとつ回答）。
　（1） 中国 （東アジア） 出身であると聞き手に思われたくない □
　（2） 外国語訛りの英語では，教養や社会的地位が低いと思われそうである □
　（3） 目標 （NS の発音） に向かって努力することが大切である □
　（4） 特に大きな理由はないが，NS の発音は ‘cool’ に聞こえる □
　（5） その他 □
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5. あなたが英語力を高めたいと思う主な理由は何ですか （ひとつ回答）。
　（1） 就職・収入に有利な資格として □  
　（2） 海外での生活に必要となるため □
　（3） ビジネス等の交渉で優位に立つため □  
　（4） 世界に自分の意見を発信するため □
　（5） 翻訳に頼らず海外の文化を知るため □ 
　（6） 母語を異にする友人との懇親・意思疎通 □
　（7） 英語が堪能だと注目されるから □  
　（8） 英語力を高めることには充実感がある □
6.「中国人英語」の発音について，顕著な特徴は何だと思いますか （必ず 2 つ回答）。
　（1） リズム （強弱） のない発音 □
　（2） イントネーションが違う □
　（3） 英語の母音を正確に区別できない □
　（4） S と Th の混乱 （例 : sink/think） □
　（5） L と R の混乱 （例 : light/ right） □

























（2018 年 10 月 1 日受理）
（やまぐち　みちよ　文学部欧米言語文化学科教授）
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